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全
国
学
童
保
育
研
究
集
会
（
以
下
、
全
国

研
）
は
、
保
護
者
、
指
導
員
、
運
営
者
や
自

治
体
職
員
、
研
究
者
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
、

一
年
に
一
回
、
二
日
間
に
わ
た
っ
て
交
流
し
、

共
に
学
び
あ
う
研
究
集
会
で
す
（
主
催
・
全

国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
〔
以
下
、
全
国
連

協
〕）。

全
国
研
の
歴
史
の
な
か
で
大
き
な
役
割
を

担
っ
た
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
童
保
育
、
地

域
、
そ
し
て
参
加
者
一
人
ひ
と
り
の
実
態
を

交
流
し
、
課
題
や
取
り
組
み
を
語
り
あ
い
、

共
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
〝
元
気

の
素
〞
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
、
学
童
保
育

の
内
容
や
、
施
策
を
改
善
す
る
力
の
源
に
も

な
っ
て
き
ま
し
た
。

例
年
、
本
誌
二
月
号
で
は
全
国
研
の
様
子

を
報
告
す
る
特
集
を
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

本
稿
で
は
、
全
国
研
の
お
お
ま
か
な
歴
史

と
と
も
に
、
学
童
保
育
施
策
に
関
わ
る
特
徴

的
な
出
来
事
、
全
国
の
学
童
保
育
関
係
者
の

取
り
組
み
を
ふ
り
返
り
ま
す
。

学
童
保
育
発
展
の
基
礎
と
な
っ
た

集
会
の
は
じ
ま
り
と
、

全
国
連
協
の
結
成

学
童
保
育
の
成
り
立
ち
を
ふ
り
返
る
と
、

一
九
五
〇
年
頃
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
そ
れ
以
降
、
保
護
者
と
指
導
員
が
力

を
あ
わ
せ
て
自
主
的
に
つ
く
り
、
全
国
各
地

に
広
げ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

一
九
六
二
年
に
は
東
京
を
中
心
に
「
学
童

保
育
連
絡
協
議
会
」
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
六
三
年
に
は
、
東
京
都
が
は
じ
め
て
学

童
保
育
に
公
的
な
補
助
金
を
出
す
よ
う
に
な

り
ま
す
。

全
国
研
の
歴
史
が
は
じ
ま
っ
た
の
も
こ
の

頃
の
こ
と
。
一
九
六
四
年
、
東
京
の
学
童
保

育
関
係
者
が
三
十
数
人
で
研
究
集
会
を
開
催

し
た
の
が
第
一
回
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
九
六
七
年
、
杉
並
公
民
館
で
開
催
さ
れ

た
第
二
回
学
童
保
育
研
究
集
会
に
は
、
東
京

以
外
の
地
域
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
同
時
に

行
わ
れ
た
総
会
で
、
参
加
者
か
ら
「
全
国
的

な
立
場
で
の
運
動
」
が
要
望
さ
れ
、
全
国
組

織
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。一

九
六
九
年
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
学
童

保
育
研
究
集
会
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
「
全
国

交
流
会
」
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
の
年
の
総

会
で
は
、「
協
議
会
を
全
国
組
織
に
す
る
た

め
の
規
約
改
正
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

研
究
集
会
の
名
称
が
「
全
国
学
童
保
育
研

究
集
会
」
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
七
二
年
に

私
た
ち
の〝
元
気
の
素
〟

 
─
全
国
研
の
こ
れ
ま
で
を
ふ
り
返
る
　   

全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
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京
都
で
開
催
さ
れ
た
第
七
回
か
ら
。
ま
た
、

こ
の
年
か
ら
、「
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
」

の
名
称
は
「
全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
」

に
な
り
ま
し
た
。

一
九
七
四
年
、
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
九

回
全
国
研
で
は
、
参
加
者
が
は
じ
め
て
一
〇

〇
〇
名
を
超
え
ま
し
た
。
こ
の
年
は
、
月
刊

『
日
本
の
学
童
保
育
』
が
創
刊
さ
れ
た
年
で

も
あ
り
ま
す
（
一
九
七
六
年
一
二
月
号
ま
で

隔
月
で
発
行
。
第
七
号
か
ら
『
日
本
の
学
童

ほ
い
く
』
に
名
称
変
更
）。

第
一
〇
回
全
国
研
は
、
東
京
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
翌
年
の
一
九
七
六
年
、
国
は
児
童

館
が
整
備
さ
れ
る
ま
で
の「
経
過
的
な
措
置
」

と
し
て
、「
都
市
児
童
健
全
育
成
事
業
（
児

童
育
成
ク
ラ
ブ
）」
と
い
う
補
助
金
を
設
け

ま
す
。学

童
保
育
の
法
制
化

全
国
研
に
参
加
し
た
各
地
の
学
童
保
育
関

係
者
は
、「
学
童
保
育
の
国
の
制
度
化
」
の

必
要
性
を
訴
え
、
一
九
七
三
年
以
降
、
国
の

制
度
化
を
求
め
る
国
会
請
願
に
た
び
た
び
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

一
九
八
五
年
に
行
っ
た
四
回
目
の
国
会
請

願
で
は
、
一
〇
八
万
筆
以
上
の
署
名
を
集
め
、

国
会
で
採
択
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
、
埼
玉
で

開
催
さ
れ
た
第
二
〇
回
全
国
研
で
は
、
あ
ら

た
め
て
、
学
童
保
育
の
発
展
と
「
国
の
制
度

化
」
を
求
め
る
運
動
に
取
り
組
む
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

一
九
九
〇
年
、
全
国
連
協
は
一
〇
〇
万
筆

を
超
え
る
署
名
を
添
え
て
、「（
一
九
八
五
年

に
）
国
会
で
採
択
さ
れ
た
請
願
趣
旨
を
生
か

す
こ
と
」「
学
童
保
育
の
制
度
化
」
を
政
府

に
要
請
し
ま
し
た
。

翌
年
の
一
九
九
一
年
、
留
守
家
庭
児
童
対

策
に
は
固
有
の
対
策
が
必
要
と
し
て
、
厚
生

省
（
当
時
）
が
新
た
な
補
助
金
「
放
課
後
児

童
対
策
事
業
」
を
創
設
し
ま
す
。

そ
し
て
一
九
九
七
年
、
学
童
保
育
（
法
律

名
は
「
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」）
は

法
的
根
拠
を
持
つ
「
児
童
福
祉
事
業
」
と
し

て
児
童
福
祉
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

同
年
、
千
葉
で
開
催
さ
れ
た
第
三
二
回
全

国
研
の
基
調
報
告
で
は
、「（
私
た
ち
は
）
自

ら
の
手
で
学
童
保
育
を
つ
く
り
、
全
国
九
〇

〇
〇
か
所
を
超
え
る
ま
で
に
増
や
し
、
改
良

改
善
を
進
め
、
内
容
向
上
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
自
治
体
の
施
策
と
国
の
制
度
確
立
を
求

め
る
地
道
な
運
動
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
運
動
が
今
回
の
法
制
化
に
結
び
つ
い
た

こ
と
を
私
た
ち
の
大
き
な
確
信
に
し
て
運
動

を
す
す
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
提

つ
づ
き
は
本
誌
を
ご
ら
ん
く
だ
さ
い


